
都
議
会
議
員
選
挙
が
近
づ

き
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
で

注
目
さ
れ
て
い
る
課
題
に
つ

い
て
、
建
交
労
東
京
都
本
部

の
対
都
要
求
と
重
ね
て
紹
介

し
ま
す
。

石
原
知
事
が
初
当
選
し
た

一
〇
年
前
は
予
算
に
占
め
る

福
祉
の
割
合
は
全
国
二
位
、

今
は
四
七
位
で
全
国
最
低
で

す
。
東
京
都
本
部
は
、
都
民

の
健
康
と
命
を
守
る
立
場
か

ら
東
京
都
が
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
の
廃
止
を
国
に

要
請
す
る
よ
う
要
求
し
て
い

ま
す
。

石
原
都
政
（
自
民
・
民
主

・
公
明
）
は
石
原
知
事
が
進

め
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
、

外
環
道
路
建
設
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
東
京
都
本
部
は
公

共
工
事
の
中
身
を
防
災
・
環

境
・
生
活
優
先
、
地
域
経
済

活
性
型
に
転
換
し
、
中
小
業

者
の
仕
事
と
雇
用
の
拡
大
に

努
め
る
こ
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
名
を
借
り
た
大
型
公
共

事
業
を
や
め
る
こ
と
を
要
求

し
て
い
ま
す
。

新
銀
行
の
破
綻
は
、
マ
ス

コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
た
違
法
融

資
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
と
お

り
世
間
の
常
識
で
す
。
し
が

み
つ
い
て
い
る
都
知
事
の
非

常
識
、
失
敗
し
て
も
反
省
し

な
い
与
党
自
民
・
民
主
・
公

明
の
責
任
は
重
大
で
す
。
東

京
都
本
部
は
破
綻
状
態
に
陥
っ

て
い
る
新
銀
行
に
対
す
る
出

資
は
行
わ
な
い
よ
う
に
要
求

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
東
京

都
は
新
銀
行
継
続
の
姿
勢
を

変
え
て
い
ま
せ
ん
。

東
京
都
は
国
に
さ
き
が
け

て
五
〇
万
人
雇
用
対
策
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

雇
用
対
策
の
実
態
は
ま
る
で

見
え
ま
せ
ん
。
建
交
労
東
京

都
本
部
が
か
か
わ
り
の
深
い

建
設
局
公
園
建
設
課
の
場
合
、

は
、
予
算
不
足
で
や
れ
て
い

な
い
既
存
事
業
に
雇
用
対
策

の
予
算
を
使
い
ま
し
た
。
こ

れ
で
は
雇
用
対
策
の
効
果
が

上
が
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
都
本
部
は
「
企
業
に
対

す
る
派
遣
切
り
中
止
の
指
導
、

国
の
緊
急
雇
用
対
策
の
効
果

的
活
用
、
都
独
自
の
雇
用
対

策
の
強
化
、
雇
用
対
策
と
し

て
建
交
労
の
各
事
業
団
を
仕

事
の
受
皿
と
し
て
有
効
活
用

す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
ま

す
。
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株
価
が
一
万
円

を
一
時
回
復
し

た
。
景
気
の
底

は
越
え
た
と
は

し
ゃ
い
で
い
る

経
営
者
。
何
処

の
国
の
話
だ
ろ

う
。
実
質
成
長

率
が
上
昇
局
面

に
転
じ
た
と
の
認
識
を
大
手
の

経
営
者
が
述
べ
て
い
る
そ
う
だ
。

▼
製
品
を
外
国
の
労
働
者
に
買

わ
せ
る(

外
需)

が
伸
び
在
庫
が

減
っ
た
。
労
働
者
の
賃
金
は
不

況
を
理
由
に
カ
ッ
ト
す
る
正
規
、

非
正
規
を
問
わ
ず
首
を
切
る
大

企
業
と
一
体
と
な
っ
た
自
公
政

権
は
、
財
源
が
な
い
と
い
っ
て

社
会
保
障
費
を
は
じ
め
国
民
生

活
に
必
要
な
経
費
は
ば
っ
さ
り
、

そ
の
金
で
米
軍
の
思
い
や
り
予

算
を
ご
っ
そ
り
、
必
要
な
い
圏

央
、
外
環
な
ど
地
球
温
暖
化
を

促
進
す
る
自
然
破
壊
に
巨
費
を

投
じ
て
、
残
り
の
一
部
は
「
政

党
助
成
金
」
で
戴
き
だ
▼
そ
も

そ
も
資
本
主
義
社
会
は
、
資
本

家
が
資
本
を
投
じ
、
労
働
者
を

雇
い
搾
取
し
て
利
潤
を
上
げ
る
、

労
働
者
に
賃
金
を
払
っ
て
労
働

力
の
再
生
産(

労
働
者
本
人
と
家

族
の
生
活
と
教
育)

を
さ
せ
生
産

を
回
転
さ
せ
て
い
る
。
▼
そ
れ

が
働
い
て
も
再
生
産
は
お
ろ
か

最
低
の
衣
食
住
に
事
欠
く
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
を
作
り
だ
し
た
。

新
自
由
主
義
の
構
造
改
革
の
結

果
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
「
資
本

主
義
の
限
界
」
が
取
り
沙
汰
さ

れ
る
の
も
当
然
の
こ
と
。
ま
し

て
自
国
の
労
働
者
を
路
頭
に
迷

わ
し
て
、
外
需
に
た
よ
り
税
金

を
横
取
り
す
る
な
ん
と
も
浅
ま

し
く
情
け
な
い
話
で
は
な
い
か
。

▼
「
ル
ー
ル
あ
る
資
本
主
義
」

に
さ
せ
る
た
め
に
は
、
腐
敗
堕

落
の
自
民
、
公
明
の
政
権
を
や

め
さ
せ
、
真
に
国
の
未
来
、
地

球
の
将
来
を
に
な
う
一
票
が
結

束
し
て
主
権
力
を
発
揮
し
て
明

治
以
来
百
年
に
一
度
あ
る
か
な

い
か
の
好
機
到
来
の
こ
の
歴
史

的
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
幸
せ
を

分
か
ち
合
お
う
で
は
な
い
か
。

木

要
求
実
現
の
都
議
会
議
員
選
挙
に

七
月
三
日
告
示
一
二
日
投
票

支
部
・
分
会
は
進
ん
で
選
挙
に
行
く
よ
う
に
呼
び
か
け
よ
う

写
真
は
五
月
二
一
日
の

対
都
交
渉
。
手
前
が
都
の

回
答
者
、
中
央
で
立
っ
て

い
る
の
が
開
会
冒
頭
の
挨

拶
を
行
っ
て
い
る
松
田
執

行
委
員
長
で
す
。

組
合
員
の
要
求

実
現
め
ざ
し
東

京
都
に
要
求

〇
九
春
闘
の
対
都
要
求

書
は
三
月
二
四
日
産
業
労

働
局
に
提
出
し
五
月
二
一

日
（
木
）
午
前
九
時
半
か

ら
正
午
ま
で
三
〇
人
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
本
部
の
要
求
は

二
一
項
目
に
及
び
、
組
合

員
の
要
求
実
現
の
た
め
に

都
政
の
政
策
変
更
を
迫
る

す
る
ど
い
内
容
の
も
の
ば

か
り
で
す
。

国
鉄
一
〇
四
七
人
の
採

用
差
別
事
件
で
は
首
都
東

京
の
影
響
力
を
行
使
し
て

国
政
段
階
で
の
政
治
決
着

が
進
む
よ
う
に
要
求
し
ま

し
た
。

予
算
の
使
い
方
で
は
、

大
型
公
共
事
業
の
推
進
で

は
な
く
防
災
・
環
境
・
生

活
優
先
、
地
域
経
済
活
性

型
に
転
換
し
、
中
小
業
者

の
仕
事
と
雇
用
の
拡
大
に

努
め
る
こ
と
を
要
求
。
防

災
問
題
で
は
「
防
災
・
災

害
協
定
」
を
締
結
す
る
際

の
適
正
単
価
の
確
保
、

「
東
京
都
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
」
に
基
づ
く
「
応

急
危
険
度
判
定
員
」
で
建

築
士
が
、
倒
壊
・
損
壊
家

屋
調
査
に
当
た
る
場
合
も

有
償
と
す
る
こ
と
を
要
求

し
ま
し
た
。
全
国
事
業
団

・
高
齢
者
部
会
が
進
め
る

事
業
団
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
東
京
都
仕
事
財
団

に
置
く
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

１
福
祉
の
予
算
が

全
国
最
低
と
い
う
の

は
本
当
で
す
。

２
三
環
状
道
路
建

設
費
一
億
円
／
㍍
よ

り
暮
ら
し
優
先
に

３
都
民
の
税
金
一

四
〇
〇
億
円
を
投
入

し
た
新
銀
行
が
破
綻

４
雇
用
対
策
が
見

え
な
い
。
実
効
性
の

あ
る
雇
用
対
策
を

組合員の皆さん。

都議会選挙は、総選挙の行方を左

右する重要な選挙といわれています。

建交労東京都本部は、「組合の要

求実現に応えてくれる候補者を増や

そう」「棄権は絶対にしないように」

と心から呼びかけます。

組合員の皆さん。

石原都知事は就任直後に、「最も

贅沢なのは福祉」と言い切り、子ど

もや障害者、母子家庭向けの施策を

切り捨ててきました。オリンピック

招致を口実に、１ｍ１億円といわれ

る環状道路建設にのめりこみ、保育

園に入りたくても入れない待機児童

を放置し、いまや少人数学級を行わ

ない唯一の都県となっています。

組合員の皆さん。

知事の平和に逆行する発言も見逃

せません。自民・民主・公明の３与

党は知事に全面協力してきました。

都政は知事１人の力だけではでき

ません。東京から日本の未来を切り

開く為に共に頑張りましょう。

１人の棄権者も出さないように

東京都本部執行委員長 松田隆浩



【
東
京
労
災
職
業
病
部
会
準

備
会
発
】
労
災
認
定
を
勝
ち

取
っ
た
、
株
式
会
社
タ
テ
ノ

社
員
で
建
交
労
組
合
員
の
山

下
太
輝
さ
ん
の
会
社
に
対
す

る
損
害
賠
償
請
求
を
求
め
る

１
回
目
の
裁
判
、
意
見
陳
述

が
五
月
二
九
日
、
さ
い
た
ま

地
裁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
工
場
内
の
研

磨
作
業
中
に
発
生
す
る
超
硬

合
金
タ
ン
グ
ス
テ
ン
カ
ー
バ

イ
ト
粉
じ
ん
を
約
一
〇
年
半

に
渡
っ
て
吸
入
し
続
け
た
事

に
よ
っ
て
間
質
性
肺
繊
維
症

（
じ
ん
肺
）
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
若
い
年
代
で

じ
ん
肺
の
症
状
が
現
れ
る
の

は
日
本
全
国
で
も
珍
し
い
事

例
で
す
。
現
在
は
休
業
状
態

で
自
宅
療
養
中
で
す
。

提
訴
を
行
っ
た
四
月
一
三

日
に
は
、
さ
い
た
ま
地
裁
内

の
記
者
ク
ラ
ブ
に
て
記
者
会

見
を
行
い
ま
し
た
が
報
道
関

係
各
社
８
社
が
取
材
に
訪
れ
、

そ
の
後
、
埼
玉
新
聞
、
埼
玉

版
の
朝
日
新
聞
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
版
の
産
経
新
聞
等
、

他
数
誌
で
報
道
さ
れ
る
な
ど
、

社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い

る
裁
判
で
す
。

提
訴
す
る
前
、
話
し
合
い
で

早
期
解
決
し
ま
し
ょ
う
と
弁

護
団
を
通
じ
て
内
容
証
明
郵

送
や
電
話
連
絡
を
タ
テ
ノ
へ

対
し
行
い
ま
し
た
が
全
て
黙

殺
さ
れ
提
訴
に
至
り
ま
し
た
、

当
日
の
意
見
陳
述
で
も
被

告
側
弁
護
士
は
現
れ
ず
答
弁

書
の
み
を
裁
判
所
へ
提
出
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は

原
告
の
証
拠
提
出
を
待
っ
て

追
っ
て
主
張
を
す
る
と
あ
り
、

労
災
認
定
闘
争
時
か
ら
事
業

主
証
明
拒
否
、
建
交
労
と
の

話
し
合
い
も
拒
否
す
る
な
ど

一
貫
し
て
不
誠
実
な
態
度
を

タ
テ
ノ
は
取
り
続
け
て
い
ま

す
。絶

対
に
負
け
ら
れ
な
い
闘

い
で
す
、
皆
様
ご
支
援
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
都
本
部
遠
藤
晃
通
信
員
発
】

五
月
一
四
日
の
晴
天
の
日
、

歴
史
あ
る
こ
の
行
動
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

例
年
で
す
と
、
西
田
議
長

と
中
島
事
務
局
長
二
人
の
参

加
と
い
う
事
で
す
が
今
回
は

建
設
関
連
か
ら
小
池
さ
ん
、

新
中
央
設
計
分
会
か
ら
宮
澤

さ
ん
、
都
本
部
遠
藤
の
五
名

の
参
加
で
画
期
的
な
行
動
と

な
り
ま
し
た
。
建
交
労
東
京

の
巨
漢
が
揃
い
踏
み
し
ま
し

た
の
で
移
動
に
使
っ
た
西
田

さ
ん
の
マ
イ
カ
ー
は
過
積
載

気
味
で
し
た
。

四
つ
の
職
場
を
訪
問
し
１

時
間
ほ
ど
を
か
け
て
職
場
の

状
況
を
現
場
の
方
か
ら
聞
か

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
る
建

設
の
職
場
は
長
時
間
残
業
が

常
態
化
、
残
業
時
間
も
昔
に

比
べ
増
加
し
、
仕
事
内
容
も

複
雑
化
し
て
い
る
、
労
働
運

動
を
す
る
時
間
が
取
れ
な
い

と
い
う
事
で
し
た
。
建
設
の

職
場
の
状
況
は
様
々
な
幹
部

の
方
か
ら
聞
い
て
は
い
ま
し

た
が
現
場
と
の
直
接
対
話
で

す
の
で
リ
ア
ル
な
話
し
が
聞

け
ま
し
た
。

高
齢
者
事
業
団
飯
田
橋
分

会
で
は
、
以
前
は
無
料
だ
っ

た
分
会
事
務
所
が
４
年
前
か

ら
家
賃
が
年
間
５
０
万
円
か

か
る
よ
う
に
な
り
、
年
々
値

上
が
り
し
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
と
い
う
事
で
し
た
。

そ
の
他
様
々
な
意
見
交
流

や
貴
重
な
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
、
職
場
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
生
の
声
は
中
々
、
会
議

に
出
席
し
て
い
る
だ
け
で
は

解
り
ま
せ
ん
、
引
続
き
職
場

に
入
り
続
け
た
い
と
思
っ
た

一
日
で
し
た
。

【
中
南
部
支
部
横
山
恭
子
通

信
員
発
】
二
〇
〇
九
年
四
月
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
支
払
う

介
護
報
酬
三
％
ア
ッ
プ
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

給
与
な
ど
処
遇
の
悪
さ
で

離
職
者
が
後
を
絶
た
ず
、
人

手
不
足
で
介
護
保
険
制
度
が

危
機
に
瀕
し
て
い
る
事
へ
の

対
応
の
施
策
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
度
の
改
定
は
、
そ
の

解
決
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
一

三
％
値
上
げ
と
い
っ
て
も
、

地
域
格
差
が
あ
り
、
私
の
住

む
多
摩
地
区
は
二
・
二
七
％

に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
２

回
の
計
四
・
七
％
マ
イ
ナ
ス

改
定
で
、
値
上
げ
に
な
っ
て

も
事
業
所
の
運
営
の
厳
し
さ

は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
で

す
。

そ
の
二

今
回
の
報
酬
改
訂
は
介

護
職
員
の
処
遇
改
善
と
さ
れ
、

職
員
の
有
資
格
者
の
比
率
や

認
知
症
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み

等
加
算
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
適
用
要
件
が

厳
し
く
そ
の
対
象
に
な
か
な

か
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
の
職
場
で
は
異
動
手
当
、

土
曜
日
手
当
、
有
資
格
者
手

当
等
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、

他
の
事
業
所
で
働
く
ヘ
ル
パ
ー

か
ら
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
処
遇

改
善
さ
れ
た
と
は
あ
ま
り
聞

か
れ
な
い
の
で
す
。
今
回
の

改
定
で
は
人
手
不
足
の
解
消

に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
三

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
の

自
己
負
担
分
増
と
な
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
や
時
間
を
減
ら
さ
ざ
る
得

な
い
人
や
用
具
返
却
の
方
も

出
て
い
ま
す
。

そ
の
四

要
介
護
認
定
の
方
法
が
見

直
さ
れ
、
従
来
の
認
定
よ
り

も
症
状
が
少
し
も
良
く
な
っ

て
い
な
い
の
に
、
軽
度
に
判

定
さ
れ
る
こ
と
が
、
判
定
内

容
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

最
後
に
40
歳
以
上
の
全
日

本
国
民
が
毎
月
約
四
千
円
も

の
介
護
保
険
料
を
払
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
受
け

た
い
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ

ず
」
「
劣
悪
な
労
働
条
件
と

低
賃
金
の
介
護
職
員
」
の
実

態
に
対
し
、
介
護
保
険
制
度

を
利
用
者
が
必
要
と
す
る
介

護
内
容
と
介
護
職
員
の
大
幅

処
遇
改
善
を
実
現
さ
せ
、
介

護
現
場
を
魅
力
あ
る
も
の
に

し
て
い
く
事
が
望
ま
れ
ま
す
。

２００９年６月８日 (毎月１回刊／第２月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第９０８号 (２)

6月28日 東京高齢者事業団定期総会

7月3日 都議会議員選挙告示

7月3日～5日 10周年記念淡路フェスタ

7月7日 建設首都圏共闘関東整備局要請

7月10日～11日 建交労中央執行委員会

7月12日 都議選投票日

7月14日 事業団高齢者部会

7月15日 書記局会議 やまて事件判決日

7月18日 第6回都本部執行委員会

7月20日 建設首都圏共闘定期総会

7月21日 東京ワークアシスト会議

7月25日 東京女性部委員会

7月27日 書記局会議

7月30日 反核トラックキャラバン出発式

全
労
連
臨

時
大
会

七
月
三
一
日

〜
八
月
一
日
東

京
浅
草
で
全
労

連
共
済
の
立
ち

上
げ
な
ど
を
テ
ー

マ
に
臨
時
大
会

が
東
京
で
開
か

れ
ま
す
。

原
水
爆
禁

止
二
〇
〇

九
世
界
大

会
・
長
崎

今
年
も
東
京

都
本
部
か
ら
長

崎
大
会
に
代
表

を
派
遣
し
ま
す
。

希
望
者
は
早
め

に
申
込
を
し
て

く
だ
さ
い
。

八
月
七
日
か
ら

九
日
ま
で
が
長

崎
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
す
。
国

際
会
議
は
三
日

〜
五
日
、
広
島

大
会
が
六
日
で

す
。

建
交
労

第
一
一

回

定
期
大
会

八
月
二
九
日

か
ら
三
一
日
ま

で
越
後
湯
沢
で

定
期
大
会
が
開

か
れ
ま
す
。
組

織
合
同
か
ら
丸

一
〇
年
が
過
ぎ

一
一
年
目
に
入

り
ま
す
。

7、8月の行事

超
硬
合
金
タ
ン
グ
ス
テ

ン
カ
ー
バ
イ
ト
じ
ん
肺

裁
判
始
ま
る

中
西
部
地
区
協
議
会

職
場
激
励
行
動

介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て

介
護
の
現
場
か
ら

東
京
社
会
保
障
推
進
協
議
会
作
成
の
相
談
活
動
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
２
０
０
９
年
版
が
で
き
ま
し
た
。

一
冊
一
〇
〇
円
。
こ
れ
一
冊
で
誰
で
も
相
談
活
動
が
始

め
ら
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
東
京
都
本
部
ま
で

写
真
右
側
が
飯
田
橋
分
会

の
仲
間
、
左
側
が
激
励
団

コミュニティユニオン東

京は６月１４日結成大会が

行われる新しい労働組合で

す。建交労東京都本部から

も役員を出す予定です。

結成総会の１４日は、都

本部から松田委員長、遠藤

書記の２人が参加します。

組合の主な特徴は①いつ

でも相談に応じられる②共

済が充実している③雇用の

形態・仕事に関係なく、こ

れから労働者になる予定の

人も含め誰でも加入できる。

大量拡大の可能性を秘め

た組合です。


